
　　
　　

令和８（2026）年７月１日東区版 編集 企画振興課 TEL 645-1012 FAX 651-5097
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342,552人（＋441）
男165,858人 / 女176,694人
172,111世帯（＋443）
令和８年６月１日現在推計（前月比）
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西
戸
崎
の
祇
園
山
笠

　
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を

誇
る
西
戸
崎
祇
園
山
笠
は
、

西
戸
崎
神
社
に
山
笠
を
奉
納

し
、
無
病
息
災
を
願
う
神
事

で
す
。
約
１
０
０
人
の
男
衆

が
交
替
で
山
笠
を
担
い
で
、

お
よ
そ
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

コ
ー
ス
を
１
時
間
以
上
か
け

て
巡
り
、
町
中
を
一
周
し
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
山
笠
も

後
方
か
ら
綱
を
引
い
て
走
り

ま
す
。

　
今
年
の
山
笠
は
、
７
月
19

日
㈰
の
午
後
３
時
59
分
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

大
人
の
み
で
運
行
し
て
い
た

舁か

き
山
に
、
昨
年
か
ら
「
台

上
が
り
」＝
右
写
真
＝
や「
先

走
り
」
の
大
役
を
努
め
る
小

学
６
年
生
が
加
わ
り
ま
し

た
。
西
戸
崎
の
山
笠
を
さ
ら

に
盛
り
上
げ
、「
オ
イ
サ
、

オ
イ
サ
」
の
掛
け
声
と
共
に

町
を
駆
け
抜
け
ま
す
。
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唐と

う
の
は
る原

の
祇
園
山
笠
は
、
須

賀
神
社
（
祇
園
宮
）
の
祭
礼

と
し
て
行
わ
れ
る
行
事
で
、

神
社
の
歴
史
は
18
世
紀
末
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
文
献

で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
祇
園
山
笠
は
、
７
月
１
日

の
「
注し

め連
下
ろ
し
」
か
ら
始

ま
り
、
山
笠
の
道
具
類
を
取

り
出
す
「
台
下
ろ
し
」、
基

礎
部
分
を
組
み
立
て
る
「
台

か
ら
げ
」
を
経
て
、
前
日
の

「
山
飾
り
」
で
山
笠
が
姿
を

現
し
ま
す
。

　
今
年
の
山
笠
本
番
は
７
月

11
日
㈯
で
す
。
午
前
11
時
に

香
椎
宮
の
神
職
に
よ
る
神
事

が
行
わ
れ
、
午
後
６
時
に
触

れ
太
鼓
に
続
い
て
山
笠
が
清

道
を
３
往
復
し
ま
す
。
須
賀

神
社
に
戻
る
と
、
境
内
で
右

回
り
３
回
、
前
後
３
回
揺
ら

地
域
に
受
け
継
が
れ
る
夏
の
伝
統

東
区
の
祇
園
山
笠

市
無
形
民
俗
文
化
財

唐
原
の
祇
園
山
笠

し
、
博
多
祝
い
唄
、
博
多
手

一
本
で
締
め
、
翌
日
の
「
山

崩
し
」
で
幕
を
閉
じ
ま
す
。

　
◆
唐
原
の
祇
園
山
笠
行
事

保
存
会
代
表
の
﨑
村
方ま

さ
か
ず一

さ

ん
（
86
）
＝
左
写
真
＝
の
話

　
清
道
を
３
往
復
し
、
そ
こ

か
ら
一
気
に
須
賀
神
社
へ
駆

け
込
む
瞬
間
が
最
大
の
見
ど

こ
ろ
で
す
。
駆
け
込
み
後
の

３
度
の
「
山
揺
ら
し
」
は
、

山
笠
が
頑
丈
な
証
で
、
熱
気

は
こ
の
時
、
最
高
潮
に
達
し

ま
す
。

　
長
年
に
わ
た
り
、
大
き
な

事
故
な
く
受
け
継
が
れ
て
き

た
、
こ
の
魅
力
あ
る
唐
原
の

山
笠
を
、
少
し
で
も
長
く
続

け
、
未
来
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
で
す
。

猛暑への備え 熱中症予防
　７月から本格的に暑くな
り、熱中症になる人が増加し
ます。高齢者や子どもは特に
注意が必要です。
　●暑さに負けない体づくり
　▷小まめに水分を補給する
　▷バランスの良い食事と十分な睡眠を取る
　●屋内では
　▷エアコンや扇風機を利用して、室温が
28℃を超えないようにする▷遮光カーテン
やすだれなどで直射日光を遮る
　●屋外では
　▷熱中症警戒アラート発表時には外出を控
える▷ゆったりした涼しい服装を心がけ、日
傘や帽子を活用する▷飲み物を持ち歩く
　●熱中症の疑いがある時
　緊急時は迷わず「119」へ、救急車を呼ぶ
か迷った時は「＃7119」へ電話を。
　i区健康課 a645-1078 f651-3844

スズメバチに注意
　春から秋にかけて、スズ
メバチが活動的になりま
す。刺激すると攻撃される
ため、見つけたら静かに身
を低くしてゆっくり離れて
ください。
　市は民有地内のハチや巣の駆除は行ってい
ません。巣を見つけたら、専門の業者に駆除
を依頼してください（有料）。
　i区生活環境課 a645-1024 f632-
8999

スズメバチの巣

夏休み明
め ん た い こ

太子工場見学会
　８月は食品衛生月
間です。夏休みの自
由研究にも役立つ 
食品衛生を学べる見
学会 を開催します。
　製造ライン＝写真＝を見学し、食の安全を
支える仕組みを楽しく学びませんか。保護者
同伴でご参加ください。現地集合、現地解散

（無料駐車場あり）。
　d８月６日㈭午後２時～３時30分lふく
や味の明太子工場（社領二丁目）t小・中学
生（保護者同伴）c15組30人（応募多数の
場合は抽選）eメール、はがき、ファクスの
いずれかで住所・氏名（ふりがな）・電話番
号を問い合わせ先へ。７月７日㈫締切。
　i東衛生課（〒812-0053東区箱崎２-
54-27） a645-1111 f645-1114meisei-
hiwo.PHB@city.fukuoka.lg.jp

七夕の短冊に願いを☆
　立花山・三日月山保
全ボランティア「楽友
会」の皆さんが間伐材
で七夕飾りを制作しま
した。七夕飾りの短冊
に願い事を書いてみま
せんか。
　d７月１日㈬～７日
㈫l東区役所および
なみきスクエア（千早四丁目）y無料
　i区企画振興課 a645-1037 f651-
5097

短冊に願いを込めて

草刈り機などの貸し出し
　公園の除草に使用する草
刈り機＝写真＝などを、最
長１週間貸し出します。初
回の貸出時に、職員が機材
の使い方を説明します。機
材の受け渡しは汐井公園内
の倉庫で行います。
　t５人以上の市民で構成される地域のグ
ループ（自治会や公園愛護会）や企業などy

無料e所定の申請書を利用日の１カ月～１週
間前に、下記窓口へ持参するか、
ファクスまたはメールで申し込み
を。申請方法等の詳細は、区ホー
ムページ（「東区　除草機レンタ
ル」で検索）でご確認ください。
　i区維持管理課 a645-1058 f632-8999 
mhi-kouen@city.fukuoka.lg.jp

スマホは
こちらから

遊びと学びのコミュニティスクール
　ダンスや歌、演劇、美術などの
活動を通して、主体性や創造性、
協調性、コミュニケーション力を
育むコミュニティスクールの参加
者を募集します。詳細・申し込み
は、ホームぺージ（「なみきスクエア」で検索）
で確認を。
　d９月13日㈰～来年３月28日㈰ ※全26
回lなみきスクエア（千早四丁目）t小学生
～中学生c先着24人y６万円（年間）
　iなみきスクエアクラブ事務局 a090-
7458-3470mnamikisquareclub@gmail. 
com

スマホは
こちらから

前面（山）は武将、後面（見送り）は姫の人形
が飾られます

ホーム
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